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１

　

南
太
平
洋
の
真
っ
青
な
海
面
が
、
潜せ

ん

望ぼ
う

鏡き
ょ
う

の
狭
い
視
界

に
入
っ
て
来
た
。

　

波
は
高
め
だ
。
風
に
砕く

だ

か
れ
る
波な

み

頭が
し
ら
が
陽
光
を
反
射
し
、

宙ち
ゅ
うに
舞
う
様さ

ま

が
見
え
る
。

　

呂ろ

号
第
三
三
潜せ

ん

水す
い

艦か
ん

長
坂さ

か

本も
と

栄え
い

一い
ち

少
佐
は
潜
望
鏡
を
一い

っ

旦た
ん

下
げ
、
右
に
六
〇
度
回
転
さ
せ
た
。

　

再
び
潜
望
鏡
を
上
げ
、
海
上
の
様
子
を
う
か
が
っ
た
。

「
対
潜
艦
艇
の
姿
な
し
、
か
」

　

坂
本
は
潜
望
鏡
を
下
ろ
し
た
。

　

艦
の
現
在
位
置
は
、
ト
ラ
ッ
ク
環か

ん

礁し
ょ
うの
南
東
だ
。

　

環
礁
に
複
数
あ
る
水す

い

道ど
う

の
う
ち
、
南
端
の
小お

田だ

島じ
ま

水
道
か

ら
五
〇
浬カ

イ
リの
距
離
を
隔へ

だ

て
て
い
る
。

　

時
刻
は
一
五
時
二
七
分
（
現
地
時
間
一
六
時
二
七
分
）。
太

陽
は
西
に
大
き
く
傾
い
て
い
る
が
、
海
上
は
ま
だ
明
る
い
。

　

環
礁
の
周
囲
、
特
に
水
道
付
近
で
は
、
駆く

逐ち
く

艦か
ん

を
始
め
と

す
る
対
潜
艦
艇
が
目
を
光
ら
せ
て
い
る
が
、
現
海
面
に
は
い

な
い
よ
う
だ
。

「
推
進
機
音
、
右
六
〇
度
。
音
源
多
数
」

　

一
六
時
四
一
分
、
水
測
長
樺か

ば

島し
ま

元も
と

男お

一
等
兵
曹
の
報
告
が
、

発
令
所
に
上
げ
ら
れ
た
。

「
機
関
停
止
。
無
音
」

　

坂
本
は
、
機
関
長
真さ

な

田だ

恵め
ぐ
む

大
尉
に
命
じ
た
。

　

呂
三
三
は
潜
望
鏡
深
度
を
保
っ
た
ま
ま
、
そ
の
場
に
停
止

し
た
。

　

水
測
室
か
ら
「
右
五
五
度
」「
右
五
〇
度
。
音
量
増
大
中
」

と
、
変
化
が
報
告
さ
れ
る
。

「
推
進
機
音
、
右
四
五
度
」
の
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
、

坂
本
は
潜
望
鏡
を
上
げ
た
。

「
あ
れ
か
」

　

と
の
呟つ

ぶ
やき
を
漏も

ら
し
た
。

　

水
平
線
付
近
に
、
複
数
の
小
さ
な
影
が
見
え
る
。

　

潜
望
鏡
の
上
げ
下
ろ
し
を
繰
り
返
す
度た

び

、
新
た
な
影
が
増

え
て
行
く
。
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米
軍
の
輸ゆ

送そ
う

船せ
ん

団だ
ん

に
間
違
い
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
環
礁
の
米

太
平
洋
艦
隊
に
、
補
給
物
資
を
運
ん
で
来
た
の
だ
ろ
う
。

「
水
雷
、
魚
雷
発
射
準
備
。
発
射
雷
数
四
」

　

坂
本
は
潜
望
鏡
を
下
ろ
し
、
水
雷
長
小こ

牧ま
き

章あ
き
ら

大
尉
に
命

じ
た
。

「
敵
の
船
団
で
す
か
？
」

「
間
違
い
な
い
。
ま
っ
す
ぐ
ト
ラ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
る
」

「
現
在
位
置
か
ら
見
て
、
船
団
は
小
田
島
水
道
を
目
指
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
」

　

航
海
長
諸も

ろ

橋は
し

智と
も

則の
り

大
尉
が
意
見
を
述
べ
た
。

　

小
田
島
水
道
は
幅
が
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
広
い
が
、
水

道
内
部
に
深
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
点て

ん

礁し
ょ
う
が
あ
る
た
め
、

大
型
艦
の
通
行
に
は
適
し
て
い
な
い
。

　

日
本
海
軍
も
、
ト
ラ
ッ
ク
が
陥か

ん

落ら
く

す
る
前
は
こ
の
水
道
を

使
用
せ
ず
、
環
礁
北
部
の
北き

た

水す
い

道ど
う

を
使
っ
て
い
た
。

　

だ
が
米
軍
は
、
今
年
―
昭
和
一
七
年
の
年
明
け
早
々
よ

り
、
小
田
島
水
道
の
利
用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

友
軍
の
潜
水
艦
が
探
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
積
み
荷
を
満
載

し
、
喫き

っ

水す
い

を
大
き
く
沈
め
た
輸
送
船
も
、
何
事
も
な
く
通
過

し
て
い
た
と
い
う
。

　

お
そ
ら
く
米
軍
は
、
小
田
島
水
道
が
大
型
艦
の
通
行
に
適

す
る
よ
う
、
水
道
内
の
点
礁
を
破
壊
し
た
の
だ
。

「
米
軍
は
補
給
船
の
航
路
変
更
に
合
わ
せ
て
、
環
礁
に
出
入

り
す
る
水
道
も
変
更
し
た
の
だ
ろ
う
」

　

呂
三
三
が
所
属
す
る
第
四
潜
水
戦
隊
の
司
令
部
は
、
そ
の

よ
う
に
睨に

ら

ん
で
い
る
。

　

昨
年
一
一
月
よ
り
、
連
合
艦
隊
は
陸
上
攻
撃
機
と
潜
水
艦

に
よ
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
に
向
か
う
米
軍
の
輸
送
船
団
を
繰
り

返
し
攻
撃
し
た
。

　

補
給
線
を
切
断
す
る
こ
と
で
、
同
地
の
米
太
平
洋
艦
隊
に

足
止
め
を
食
わ
せ
る
と
共
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
基
地
化
を
妨ぼ

う

害が
い

し
た
の
だ
。

　

こ
の
戦
術
は
、
最
初
の
う
ち
は
効
果
を
発
揮
し
た
。

　

米
太
平
洋
艦
隊
が
ト
ラ
ッ
ク
で
足あ

し

踏ぶ

み
し
て
い
る
間
に
、

米
ア
ジ
ア
艦
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
脱
出
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
米
極
東
陸
軍
は
日
本
軍
に
降こ

う

伏ふ
く

し
た
。
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開
戦
以
来
、
最
大
の
懸け

ん

案あ
ん

事
項
だ
っ
た
南
方
資
源
地
帯
と

日
本
本
土
を
結
ぶ
南
シ
ナ
海
航
路
が
開
か
れ
、
日
本
は
戦
略

物
資
の
入
手
が
可
能
と
な
っ
た
の
だ
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
陥
落
後
も
、
連
合
艦
隊
は
ト
ラ
ッ
ク
へ
の

補
給
線
攻
撃
を
継
続
し
た
が
、
昭
和
一
七
年
の
年
明
け
頃
か

ら
、
戦
果
が
減
少
し
始
め
た
。

　

米
軍
の
輸
送
船
団
は
、
南
に
大
き
く
迂う

回か
い

す
る
航
路
を
採と

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
陸
上
攻
撃
機
も
潜
水
艦
も
、
船
団

の
捕
捉
に
失
敗
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
だ
。

（
い
ず
れ
ト
ラ
ッ
ク
を
奪
い
返
し
た
ら
、
小
田
島
水
道
は
我

が
軍
が
使
っ
て
や
る
さ
）

　

坂
本
は
胸

き
ょ
う

中ち
ゅ
うで
、
米
軍
に
呼
び
か
け
た
。

　

船
団
の
動
き
に
変
化
は
な
く
、
呂
三
三
に
護
衛
艦
艇
が
向

か
っ
て
来
る
様
子
も
な
い
。

　

敵
は
、
海
面
下
に
潜ひ

そ

む
敵
に
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。

（
こ
の
型
の
長
所
だ
な
）

　

坂
本
は
声
を
立
て
ず
に
笑
っ
た
。

　

呂
三
三
は
、「
海
中
六
型
」
と
呼
ば
れ
る
中
型
潜
水
艦
の

一
艦
だ
。
航
洋
型
で
あ
る
伊い

号
よ
り
も
小
さ
く
、
航
続
距
離

も
短
い
が
、
隠お

ん

密み
つ

性
で
は
優
れ
て
い
る
。

　

元も
と

々も
と

は
、
伊
号
の
補
助
的
な
役
割
を
務
め
る
た
め
に
建
造

さ
れ
た
型
だ
が
、
海
軍
の
戦
術
思
想
の
変へ

ん

遷せ
ん

に
伴と

も
ない

、
伊
号

よ
り
も
呂
号
が
多
数
建
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

海
中
六
型
は
、
呂
三
三
、
三
四
の
二
隻
が
建
造
さ
れ
た
だ

け
だ
っ
た
が
、
現
在
は
よ
り
性
能
が
向
上
し
た
「
中
型
」
が

次
々
と
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
前
線
に
配
備
さ
れ
て
い
る
。

　

呂
三
三
が
発
見
さ
れ
ず
に
済
ん
で
い
る
の
は
、
艦
体
の
小

さ
さ
故ゆ

え

で
あ
ろ
う
。

「
推
進
機
音
、
右
四
〇
度
」

「
推
進
機
音
、
右
三
五
度
」

　

樺
島
は
、
こ
ま
め
に
報
告
を
送
っ
て
来
る
。

「
右
三
〇
度
」
の
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
坂
本
は

潜
望
鏡
を
上
げ
た
。

　

潜
望
鏡
を
覗の

ぞ

き
込
む
や
、
ぎ
ら
つ
く
反
射
光
が
坂
本
の
目

を
射い

た
。

「
し
め
た
」



日
本
海
軍
 潜
水
艦
「
呂
号
第
三
三
潜
水
艦
」

全
長
 

73.0m
最
大
幅
 

6.7m
基
準
排
水
量
 

水
上
 700ト

ン
／
水
中
 1,200ト

ン
主
機
 

艦
本
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
／
電
動
機
 各
2基
／
2軸

出
力
 

水
上
 3,000馬

力
／
水
中
 1,200馬

力
速
力
 

水
上
 18.9ノ

ッ
ト
／
水
中
 8.2ノ

ッ
ト

兵
装
 

8cm
 40口

径
 高
角
砲
 1門

 
53cm

 魚
雷
発
射
管
 4門
 

 
13m
m
 機
銃
 1丁

乗
員
数
 

61名
同
型
艦
 

呂
号
第
三
四
潜
水
艦

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
海
軍
軍
縮
条
約
の
結
果
、
航
空
主
兵
主
義
を
選
択
し
た
日
本

海
軍
は
、
潜
水
艦
戦
力
に
つ
い
て
も
方
針
を
転
換
し
た
。
従
来
は
太
平
洋
を
わ

た
っ
て
来
寇
す
る
敵
艦
隊
を
邀
撃
す
る
た
め
の
大
型
潜
水
艦
（
伊
号
）
を
中
心

と
し
た
戦
備
だ
っ
た
も
の
を
、
航
続
力
は
劣
る
も
の
の
隠
密
性
が
高
く
、
生
産

に
か
か
る
日
数
も
少
な
い
中
型
潜
水
艦
（
呂
号
）
を
多
数
建
造
す
る
よ
う
計
画

を
変
更
し
た
。

　
本
艦
は
、
戦
時
急
造
型
と
し
て
試
作
さ
れ
る
「
海
中
六
型
」
の
１
番
艦
で
、

新
た
に
開
発
さ
れ
た
艦
本
式
二
一
号
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
採
用
し
、
水
上
速
力

19ノ
ッ
ト
を
得
て
い
る
。
操
縦
性
、
凌
波
性
も
良
好
で
、
乗
員
の
評
価
も
高
い
。

　
同
型
艦
は
呂
号
第
三
四
潜
水
艦
の
み
だ
が
、
さ
ら
に
改
良
さ
れ
た
「
中
型
」

が
各
地
の
造
船
所
で
建
造
さ
れ
、
す
で
に
前
線
へ
の
配
備
が
進
ん
で
い
る
。

　
敵
地
の
偵
察
や
哨
戒
の
ほ
か
、
通
商
破
壊
や
補
給
線
の
遮
断
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
任
務
で
活
躍
す
る
優
秀
な
潜
水
艦
で
あ
る
。
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坂
本
は
小
さ
く
笑
っ
た
。

　

太
陽
が
水
平
線
に
近
づ
い
た
た
め
、
陽
光
は
船
団
の
斜
め

横
か
ら
差
し
込
む
形
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

潜
望
鏡
は
陽
光
に
隠
れ
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
艦
上
か
ら

の
視
認
は
難
し
い
。

　

坂
本
は
す
ぐ
に
は
潜
望
鏡
を
下
ろ
さ
ず
、
船
団
の
様
子
を

観
察
し
た
。

　

船
は
、
ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
三
〇
隻
前
後
。
ど
の
船
も
、

喫
水
を
大
き
く
沈
め
て
お
り
、
動
き
が
鈍に

ぶ

い
。

　

輸
送
船
の
手
前
に
は
、
駆
逐
艦
と
お
ぼ
し
き
小
型
艦
艇
が

見
え
る
。

「
距
離
三サ

ン

〇マ
ル

（
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
か
」

　

坂
本
は
、
潜
望
鏡
を
下
ろ
し
て
呟
い
た
。

「
微
速
前
進
」

「
面お

も

舵か
じ

二
〇
度
」

「
水
雷
。
雷
撃
目
標
、
右
三
〇
度
、
三サ

ン

〇マ
ル

の
敵
輸
送
船
団
」

　

坂
本
は
断だ

ん

を
下
し
た
。

　

必ひ
っ

中ち
ゅ
う
を
期き

す
に
は
、
も
う
少
し
距
離
を
詰
め
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
敵
に
接
近
す
れ
ば
、
発
見
さ
れ
る
確
率
も
高
く
な

る
。

　

少
し
遠
い
が
、
現
在
位
置
か
ら
雷
撃
を
敢か

ん

行こ
う

す
る
の
だ
。

　

呂
三
三
が
、
ゆ
っ
く
り
と
前
進
を
開
始
す
る
。

「
面
舵
二
〇
度
！
」

　

諸
橋
が
下か

令れ
い

し
、
艦
首
が
右
に
振
ら
れ
る
。

　

艦
が
直
進
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
、
坂
本
は
「
停
止
」
を
下

令
し
、
潜
望
鏡
を
上
げ
た
。

　

船
団
は
右
前
方
に
見
え
る
が
、
間
も
な
く
呂
三
三
の
射
線

上
に
入
っ
て
来
る
。

「
敵
距
離
二フ

タ

八ハ
チ

（
二
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。
雷
速
四
九
ノ
ッ
ト
。

開
口
角
二
度
。
駛し

走そ
う

深
度
五
」

「
敵
距
離
二フ

タ

八ハ
チ

。
雷
速
四
九
ノ
ッ
ト
。
開
口
角
二
度
。
駛
走

深
度
五
。
一
分
後
に
発
射
始
め
ま
す
。
ま
ず
一
番
、
二
番
を

発
射
。
続
い
て
三
番
、
四
番
を
発
射
し
ま
す
」

「
一
分
後
に
発
射
始
め
。
了
解
」

　

小
牧
の
報
告
を
受
け
、
坂
本
は
一
旦
潜
望
鏡
を
下
ろ
し
た
。

　

艦
長
付
の
野の

沢ざ
わ

六ろ
く

郎ろ
う

一
等
水
兵
が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
で
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時
間
を
計
測
し
、「
一
〇
秒
経
過
」「
二
〇
秒
経
過
」
と
報
告

す
る
。

　

三
〇
秒
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
坂
本
は
潜
望
鏡
を
上
げ
、

敵
と
の
相
対
位
置
を
確
認
し
た
。

　

艦
影
の
大
き
さ
に
、
変
化
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

船
団
の
速
力
は
六
ノ
ッ
ト
程
度
で
あ
り
、
一
〇
秒
や
二
〇

秒
で
は
、
距
離
は
さ
ほ
ど
縮
ま
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
敵
船
が
呂
三
三
の
射
線
上
に
近
づ
い
て
い
る

こ
と
は
紛ま

ぎ

れ
も
な
い
事
実
だ
。

「
発
射
用
意
よ
し
」

　

艦
首
の
発
射
管
室
か
ら
報
告
が
届
い
た
。

「
発
射
管
注
水
。
前
扉
開
け
」

「
発
射
管
注
水
。
前
扉
開
き
ま
す
」

　

復ふ
く

唱し
ょ
う
の
声
に
、
野
沢
一
水
の
「
一
分
経
過
」
の
報
告
が

重
な
っ
た
。

「
よ
し
、
発
射
！
」

　

腹
の
底
か
ら
力
を
込
め
、
坂
本
が
下
令
し
た
と
き
、
潜
望

鏡
の
視
界
の
中
を
、
銀
色
に
輝
く
も
の
が
よ
ぎ
っ
た
。

（
い
か
ん
…
…
！
）

　

坂
本
が
背せ

筋す
じ

に
冷
た
い
も
の
を
感
じ
た
と
き
、
呂
三
三
は

艦
体
を
僅わ

ず

か
に
震ふ

る

わ
せ
た
。

　

四
門
の
発
射
管
か
ら
二
本
ず
つ
、
時
間
差
を
置
い
て
、
四

本
の
魚
雷
が
放
た
れ
た
の
だ
。

「
急
速
潜
航
！
」

「
海
面
に
着
水
音
。
近
い
！
」

　

坂
本
の
命
令
に
、
樺
島
の
報
告
が
重
な
っ
た
。

　

注
水
音
が
聞
こ
え
始
め
た
と
き
、
艦
全
体
を
何
か
に
叩
き

付
け
る
よ
う
な
衝
撃
が
襲
い
か
か
っ
た
。

　

艦
腹
が
引
き
裂
か
れ
、
奔ほ

ん

入に
ゅ
う
し
て
来
た
海
水
が
、
坂
本

以
下
六
一
名
の
乗
員
を
呑の

み
込
ん
だ
。

　

二
分
余
り
が
経
過
し
た
と
き
、
炸
裂
音
が
伝
わ
っ
て
来
た
。

　

呂
三
三
が
放
っ
た
魚
雷
が
、
輸
送
船
の
水
線
下
を
食
い
破

っ
た
音
だ
。

　

命
中
魚
雷
は
一
本
だ
け
だ
っ
た
が
、
輸
送
船
は
船
倉
一
杯

に
積
み
込
ん
だ
航
空
機
の
修
理
用
部
品
の
重
み
に
よ
っ
て
、

急
速
に
海
面
下
へ
と
引
き
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
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轟ご
う

沈ち
ん

と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た
が
、
呂
三
三
の
乗
員
に
は
、

も
は
や
戦
果
を
確
認
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
に
空
襲
警
報
が
鳴
り
響
い
た
の
は
、
現
地

時
間
の
一
八
時
四
〇
分
だ
っ
た
。

「
来
や
が
っ
た
か
、
ジ
ャ
ッ
プ
め
！
」

　

駆
逐
艦
「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
の
二
番
両
用
砲
で
、
砲
台
長
を

務
め
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
兵
曹
長
は
、
罵ば

声せ
い

を

放
っ
た
。

「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
は
、
合
衆
国
の
駆
逐
艦
の
中
で
は
最
も
新

し
い
リ
ヴ
ァ
モ
ア
級
の
一
番
艦
だ
。

　

第
Ｄ

Ｆ

３

三
駆
逐
艦
戦
隊
に
所
属
す
る
第Ｄ

Ｄ

Ｇ

１

４

一
四
駆
逐
隊
の
一
艦
と

し
て
ア
ジ
ア
艦
隊
に
所
属
し
て
い
た
が
、
同
艦
隊
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
撤て

っ

退た
い

し
た
後
は
、
補
給
物
資
を
運
ぶ
輸
送
船
団
の

護
衛
任
務
に
就つ

い
て
い
る
。

　

こ
の
日

―
一
九
四
二
年
二
月
二
七
日
は
、
僚

り
ょ
う

艦か
ん

と
共

に
輸
送
船
三
八
隻
で
編
成
さ
れ
た
Ｋ
Ｔ
89
船
団
を
真し

ん

珠じ
ゅ

湾わ
ん

か

ら
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
護
衛
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
手
前
で
潜
水
艦
の
襲
撃
を
受
け
、
輸
送
船
一

隻
を
沈
め
ら
れ
た
も
の
の
、
他
に
被
害
は
な
く
、
船
団
は
日

没
間ま

際ぎ
わ

に
、
環
礁
南
端
の
Ｓ
１
水チ

ャ
ン
ネ
ル道か

ら
ト
ラ
ッ
ク
に
入
泊

し
た
。

　

現
在
は
、
各
船
が
モ
エ
ン
島
（
日
本
名
『
春は

る

島し
ま

』）、
デ
ュ

ブ
ロ
ン
島
（
日
本
名
『
夏な

つ

島し
ま

』）、
エ
テ
ン
島
（
日
本
名
『
竹た

け

島し
ま

』）
等
、
各お

の

々お
の

の
目
的
地
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
は
Ｄ
Ｄ
Ｇ
14
の
僚
艦
三
隻
、
艦
船
用
の
重

油
を
運
ん
で
来
た
油
槽
船
二
隻
と
共
に
、
デ
ュ
ブ
ロ
ン
島
の

東
側
に
位
置
す
る
「
デ
ュ
ブ
ロ
ン
錨

び
ょ
う

地ち

」
に
移
動
し
て
い

た
が
、
そ
の
さ
な
か
に
敵
機
が
来
襲
し
た
の
だ
。

「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
の
艦
上
に
、
警ア

ラ
ー
ム報
の
音
が
鳴
り
響
い
た
。

「
対
空
戦
闘
。
配
置
に
就
け
！
」

　

艦
内
放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
艦
長
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
ヒ
ュ

ー
バ
ー
中
佐
の
命
令
が
流
れ
、
甲
板
上
に
い
た
乗
員
は
、
弾は

じ

か
れ
た
よ
う
に
走
り
出
し
た
。

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
、
射
手
の
ダ
ン
カ
ン
・
ラ
ミ
レ
ス
一
等
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兵
曹
や
旋
回
手
の
モ
ー
リ
ス
・
オ
サ
リ
バ
ン
二
等
兵
曹
ら
と

共
に
、
二
番
両
用
砲
に
取
り
付
く
。

　

デ
ュ
ブ
ロ
ン
島
で
は
、
灯
火
が
次
々
と
消
さ
れ
て
い
る
。

　

飛
行
場
や
港
湾
施
設
が
、
灯
火
管
制
下
に
入
っ
た
の
だ
。

「
砲
術
長
よ
り
各
員
。
敵
機
の
現
在
位
置
、
モ
エ
ン
島
よ
り

の
方
位
一
〇
度
、
八
〇
浬
。
機
種
は
一ベ

テ

ィ

式
陸
攻
か
九ネ

ル

六
陸
攻

と
推
定
さ
れ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
到
達
の
予
想
時
刻
は
一
九
時
一

〇
分
か
ら
三
〇
分
の
間
。
予
想
さ
れ
る
侵
入
高
度
は
一
万
フ

ィ
ー
ト
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
」

　

射
撃
指
揮
所
の
砲
術
長
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
サ
イ
モ
ン
セ
ン
大

尉
よ
り
、
細
か
い
情
報
が
送
ら
れ
た
。

　

モ
エ
ン
島
に
設
置
さ
れ
た
レ
ー
ダ
ー
・
サ
イ
ト
か
ら
の
情

報
で
あ
ろ
う
。

「
サ
イ
パ
ン
か
テ
ニ
ア
ン
の
ジ
ャ
ッ
プ
だ
な
」

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
、
敵
の
策さ

く

源げ
ん

地ち

を
推
測
し
た
。

　

日
本
軍
は
、
船
団
が
迂
回
航
路
を
取
り
、
航
空
機
に
よ
る

捕
捉
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
入
泊
後
の
船
団
を
狙ね

ら

っ
て
来

た
の
だ
。

　

日
没
後
に
来
襲
し
た
の
は
、
戦
闘
機
に
よ
る
迎
撃
を
避
け

る
た
め
に
違
い
な
い
。

「
敵
編
隊
、
環
礁
上
空
に
侵
入
。
高
度
一
万
二
〇
〇
〇
フ
ィ

ー
ト
」

「
全
両
用
砲
、
射
撃
準
備
。
目
標
、
本
艦
よ
り
の
方
位
五
度
、

高
度
一
万
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
！
」

　

一
九
時
一
〇
分
、
ヒ
ュ
ー
バ
ー
艦
長
よ
り
情
報
が
伝
え
ら

れ
、
次
い
で
サ
イ
モ
ン
セ
ン
砲
術
長
か
ら
の
命
令
が
届
い
た
。

「
二
番
両
用
砲
、
射
撃
準
備
。
本
艦
よ
り
の
方
位
五
度
、
高

度
一
万
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
！
」

「
方
位
五
度
に
旋
回
し
ま
す
」

「
砲
身
、
最
大
仰ぎ

ょ
う

角か
く

！
」

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
命
令
を
受
け
、
オ
サ
リ
バ
ン
と
俯ふ

仰ぎ
ょ
う

手
の
ジ
ェ
フ
・
リ
ー
ラ
ン
ド
二
等
兵
曹
が
応こ

た

え
た
。

　

艦
は
方
位
九
〇
度
、
す
な
わ
ち
真
東
を
向
い
て
い
る
か
ら
、

両
用
砲
は
ほ
ぼ
左
正せ

い

横お
う

に
向
け
ら
れ
る
形
だ
。

　

内
径
一
二
・
七
セ
ン
チ
の
砲
身
が
、
蛇へ

び

が
鎌か

ま

首く
び

を
持
ち
上

げ
る
よ
う
に
大
仰
角
を
か
け
ら
れ
、
夜
空
を
睨
む
。
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前
部
に
位
置
す
る
一
番
砲
も
、
後
部
に
位
置
す
る
三
、
四
、

五
番
砲
も
、
最
大
仰
角
を
か
け
た
は
ず
だ
。

　

Ｄ
Ｄ
Ｇ
14
の
僚
艦
も
、
他
の
艦
艇
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

　

四
分
ほ
ど
が
経
過
し
た
と
き
、
遠え

ん

雷ら
い

の
よ
う
な
砲
声
が
届

い
た
。

　

数
秒
の
時
を
経
て
、
モ
エ
ン
島
が
あ
る
方
角
か
ら
炸
裂
音

が
伝
わ
っ
た
。

　

島
の
対
空
砲
陣
地
が
、
射
撃
を
開
始
し
た
の
だ
。

　

砲
声
と
炸
裂
音
が
連
続
す
る
。
あ
た
か
も
、
太た

い

鼓こ

を
乱
打

し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
砲
術
長
よ
り
各
員
。
敵
機
は
一
七
〇
度
に
変
針
し
た
。
デ

ュ
ブ
ロ
ン
錨
地
に
来
る
可
能
性
大だ

い

！
」

　

サ
イ
モ
ン
セ
ン
が
、
緊
張
し
た
声
で
情
報
を
伝
え
た
。

（
地
上
の
発
射
炎
を
見
て
当
た
り
を
付
け
た
か
？
）

　

そ
ん
な
想
像
が
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
脳の

う

裏り

を
か
す
め
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
在
泊
艦
船
や
地
上
の
軍
事
施
設
は
灯
火
管
制

下
に
あ
り
、
上
空
か
ら
の
視
認
は
難
し
い
。

　

だ
が
、
対
空
砲
の
発
射
炎
を
見
れ
ば
、
モ
エ
ン
島
や
デ
ュ

ブ
ロ
ン
島
、
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
艦
隊
錨
地
の
位
置
は
、

あ
る
程
度
分
か
る
。

　

自
分
の
想
像
通
り
な
ら
、
モ
エ
ン
島
の
対
空
砲
陣
地
は
、

発
射
炎
に
よ
っ
て
敵
機
を
誘
導
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
旦
終し

ゅ
う

息そ
く

し
た
砲
声
が
、
再
び
轟と

ど
ろき
始
め
た
。

　

音
源
は
、
モ
エ
ン
島
の
手
前
だ
。

　

Ｄ
Ｄ
Ｇ
14
よ
り
も
北
に
布ふ

陣じ
ん

す
る
第Ｄ

Ｄ

Ｇ

１

５

一
五
駆
逐
隊
が
、
一

足
先
に
射
撃
を
開
始
し
た
の
だ
。

　

砲
声
と
共
に
、
爆
音
も
近
づ
い
て
来
る
。
多
数
の
双
発
機

が
、
頭
上
に
迫
る
音
だ
。

「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
の
二
番
両
用
砲
は
、
微
妙
に
旋
回
し
、
砲

身
の
仰
角
を
修
正
し
て
い
る
。
射
撃
指
揮
所
か
ら
送
ら
れ
て

来
る
諸し

ょ

元げ
ん

に
基
づ
く
射
角
の
微
調
整
だ
。

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
、
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

を
覗
き
込
む
。

　

視
界
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
無
数
の
星
々
の
中
を
、
複
数

の
黒
い
影
が
よ
ぎ
る
。

「
全
両
用
砲
、
射
撃
開
始
！
」

「
オ
ー
ケ
イ
、
撃フ

ァ
イ
アて
！
」
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サ
イ
モ
ン
セ
ン
の
命
令
を
受
け
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
ラ
ミ

レ
ス
に
命
じ
た
。

　

一い
っ

拍ぱ
く

置
い
て
足
下
に
落
雷
す
る
よ
う
な
砲
声
が
轟
き
、
砲

塔
全
体
が
震
え
た
。

　

一
二
・
七
セ
ン
チ
両
用
砲
は
、
艦
載
砲
の
中
で
は
小
口
径

だ
が
、
間ま

近ぢ
か

で
発
射
し
た
と
き
の
砲
声
と
反
動
は
、
決
し
て

小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
砲
塔
内
の
要
員
に
は
、
全
身
を
打

ち
の
め
さ
れ
る
よ
う
な
衝
撃
が
襲
っ
て
来
る
。

「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
は
四
秒
置
き
に
、
第
二
射
、
第
三
射
、
第

四
射
と
砲
撃
を
繰
り
返
す
。

　

発
射
の
度
、
強
烈
な
砲
声
が
耳
を
貫つ

ら
ぬき
、
発
射
の
反
動
が

肉
体
を
震
わ
せ
る
。
排
出
さ
れ
た
薬や

っ

莢き
ょ
う
が
上
甲
板
に
落
下

す
る
鈍
い
音
が
、
砲
塔
の
脇
か
ら
伝
わ
る
。

　

砲
撃
を
連
続
し
て
い
る
の
は
「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
だ
け
で
は

な
い
。
僚
艦
三
隻
も
、
先
に
砲
撃
を
開
始
し
た
Ｄ
Ｄ
Ｇ
15
の

四
隻
も
、
一
隻
当
た
り
五
門
の
一
二
・
七
セ
ン
チ
両
用
砲
を

一
万
二
〇
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
上
空
に
向
け
て
撃
っ
て
い
る
。

「
敵
機
撃
墜
！
」
の
報
告
は
な
い
が
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
以
下

の
砲
員
は
、
砲
の
一
部
と
な
っ
た
か
の
よ
う
に
砲
撃
を
繰
り

返
し
て
い
た
。

　

爆
音
が
左さ

舷げ
ん

側
か
ら
迫
り
、「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
の
頭
上
を

通
過
し
た
。

　

砲
声
と
炸
裂
音
、
敵
機
の
爆
音
に
混
ざ
り
、
鋭
い
音
が
聞

こ
え
始
め
た
。

（
来
る
！
）

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
直
感
し
た
。

　

数
秒
後
、「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
の
周
囲
で
、
一
斉
に
爆
発
が

起
こ
っ
た
。

　

砲
塔
内
か
ら
直
接
目
視
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
飛
び
散
る

海
水
が
甲
板
上
に
降
り
注
ぎ
、
爆
風
が
艦
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と

だ
け
は
は
っ
き
り
感
じ
取
れ
た
。

　

敵
機
が
投
下
し
た
爆
弾
が
、
い
ち
ど
き
に
デ
ュ
ブ
ロ
ン
錨

地
に
落
下
し
た
の
だ
。

　

爆
撃
の
第
二
波
が
襲
い
、
再
び
「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
を
囲
む

よ
う
に
し
て
爆
発
が
起
こ
る
。

　

基
準
排
水
量
一
六
七
〇
ト
ン
の
鋼
鉄
製
の
艦
体
が
、
爆
風
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を
浴
び
て
揺
れ
動
く
。

　

敵
弾
の
炸
裂
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
て
い
る
の
は
、「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」

だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
他
艦
を
思
い
や
っ
て
い
る

余
裕
は
な
い
。

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
以
下
の
砲
員
は
、
動
揺
す
る
艦
上
で
射
撃

を
続
け
る
だ
け
だ
。

　

爆
音
が
右う

舷げ
ん

側
へ
と
抜
け
た
直
後
、

「
射
撃
中
止
！
」

　

の
命
令
が
届
い
た
。

　

四
秒
置
き
に
轟
い
て
い
た
砲
声
と
発
射
に
伴
う
衝
撃
が
収

ま
っ
た
。

　

爆
音
は
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る
。

　

デ
ュ
ブ
ロ
ン
錨
地
へ
の
夜
間
爆
撃
が
終
わ
っ
た
の
だ
。

「
砲
術
長
よ
り
各
員
。
ど
う
や
ら
切
り
抜
け
た
ぞ
」

　

サ
イ
モ
ン
セ
ン
が
伝
え
て
来
た
。

　

声
に
、
喘あ

え

ぐ
よ
う
な
響
き
が
あ
る
。
夜
間
に
対
空
戦
闘
の

指
揮
を
執と

る
の
は
、
か
な
り
の
難な

ん

事じ

だ
っ
た
よ
う
だ
。

「
二
番
砲
台
長
よ
り
砲
術
長
。
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「『
グ
レ
イ
ソ
ン
』
と
『
モ
ン
セ
ン
』
が
一
発
ず
つ
喰
ら
っ
た
。

現
在
、
消
火
作
業
中
だ
」

　

フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
の
問
い
に
、
サ
イ
モ
ン
セ
ン
は
返
答
し
た
。

「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
の
姉
妹
艦
だ
。
Ｄ
Ｄ
Ｇ
15
に
属
し
て
い
る
。

「
油
槽
船
は
無
事
で
し
た
か
？
」

「
無
事
だ
。
至
近
弾
二
発
を
喰
ら
っ
た
が
、
損
傷
は
な
い
」

　

サ
イ
モ
ン
セ
ン
の
答
を
聞
い
て
、
フ
ァ
ー
ガ
ス
ン
は
満
足

感
を
覚
え
た
。

「
リ
ヴ
ァ
モ
ア
」
を
含
む
Ｄ
Ｄ
Ｇ
14
は
Ｄ
Ｄ
Ｇ
15
と
共
に
、

護
衛
の
任
務
を
果
た
し
た
の
だ
。

　

サ
イ
モ
ン
セ
ン
が
、
改
ま
っ
た
口く

調ち
ょ
うで
言
っ
た
。

「
司
令
か
ら
の
指
示
だ
。
今
し
ば
ら
く
、
警
戒
を
続
け
る
。

空
襲
の
第
二
波
、
第
三
波
が
来
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら

な
」

２

　

指
揮
所
の
脇
に
立
つ
飛
行
長
が
、
大
き
く
旗は

た

を
振
っ
た
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




